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justInCaseのご紹介
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⾃⼰紹介
justInCaseのご紹介

15年、⼀貫して保険の商品設計に携わってきた、保険数理のエキスパート。
保険数理コンサルティング会社Millimanで保険数理に関するコンサルティングに従
事後、国内外の投資銀⾏や再保険会社から、商品開発・リスク管理・ALM等のサー
ビスを保険会社向けに提供。
プログラミング: VBA / Swift / Python / Ruby. ⽇本アクチュアリー会正会員。
⽶国アクチュアリー会準会員。フィンテック協会理事。ワインエキスパート。京都
⼤学理学部卒(2004)

畑 加寿也 CEO, Co-founder 保険数理 × 投資銀⾏のスピード
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これまでの実績と今後の取引予定
今後の展望
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⼤⼿損保会社
WEBサービス
事業会社

ヘルスケア
事業会社

l 協業契約
l 保険APIやUXデザインを提供
l 2020年にリリース予定

l 国内初、⾦融庁から商品認可
を取得

l 協業プラットフォーム
l 2020年にリリース予定

l パートナーのデータに基づき
健康増進保険

l 保険APIを提供
l 2020年にリリース予定

l Web App「Snap Insurance」
に保険APIを提供

l 1⽇レジャー・ケガ保険
l 2019年8⽉に販売開始

l ライフネット⽣命との業務
提携契約を締結

l 2019年11⽉に発表

l 国内初、P2P保険のサンド
ボックス認定を取得

l 2020年にリリース予定



P2P保険の詳細
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「P2Pわりかん」保険（サンドボックス認定を取得）
当社取り扱い商品
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利益相反の解消

透明性増⼤

ブルーオーシャン
商品

n 保険会社の利益＝契約者の
利益となる、利害が⼀致

n ⾃分の⽀払った（事後）保険料が
誰にどう使われたかが明確に

n 契約同⼠にリスクを転嫁することで、
開発困難だった保険商品開発が可能に

特徴 従来の保険より優れる点

n 通称P2P保険と呼ばれ、保険契約同⼠がリスクを
シェアし、もしものことが起きた際に、助け合う
仕組み

n がん診断時に⼀時⾦
n IT技術を活⽤した助け合い実現により、既存の保

険料より低価格可能

保険料の事後払
(前⽉の⽀払保険⾦

＋
保険会社の運営費⽤)

契約同⼠

$

無料加⼊
1

2

保険⾦請求者

保険⾦

3$
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P2P保険の概要
n 全てのお客様に「安⼼」と「感動」を届け、お客様に寄り添う新しい保険の仕組み

n サンドボックス認定を取得し、正式に⽇本初となるP2P保険を実証
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n 保険の原点
u「みんなでリスクを分担して、有事の際に助け合う」
u P2P保険は、無尽（むじん）・頼⺟⼦講（たのもしこう）をテクノロジーの⼒で現代に蘇らせた
もの

n 新しい価値
u⼊りっぱなしの保険ではなく、常に「社会に貢献する」という価値を提供し続ける保険
u⼀⼈だけの保険ではなく「みんなのためのたすけあい保険」

n 透明性
u「今⽉の保険料は先⽉◯◯がんに診断された◯◯地域出⾝の◯◯歳⼥性の保険⾦として使われ
た」と明確にわかる構造

uお客様は保険⾦請求書類を確認できる仕組み

実際の保険⾦請求書類
（中国の事例）
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P2P保険と従来の保険の違い

11

�
	� ���	����

�

3%�"-�"-��
., �'/$+�

�$
� �

�
�

"-������������
(2"-��)��!&�1�

��� � ��� �
-�
�

�#

"-��

¥
¥

¥

¥

¥

4# 
� � �$� �

"-�0* 

� �
�"��
����� ��
��#�!��� �
���$� ��

��	���#��

利益相反の解消

透明性増⼤、
助け合い関係を推進

ブルーオーシャン商品

保険会社側には
⽀払保険⾦を減らす誘引がある

利益相反

P2P保険従来の保険

n 保険会社の利益＝契約者の利
益となる、利害が⼀致

n 保険⾦請求詳細を閲覧可能
n 実際に⾃分の⽀払った保険料が
誰にどう使われたかが明確に

n 保険会社のとるリスクは限定
的となるため、これまでは開
発困難だった商品開発が可能

¥

加⼊
（無料）

1
2

保険⾦
請求者

保険
会社

保険⾦⽀払
（保険会社が⽴替）

3¥

保険料
事後払

契約同⼠



c o n f i d e n t i a lc o n f i d e n t i a l

P2P保険の中国事例と特徴・拡張性
P2P保険

n 加⼊する際の費⽤負担はなし ただし、芝⿇信⽤
650以上のスコアが必要。

n 加⼊者は、ローンチ2週間で3000万⼈規模
ü 2019/6現在7000万件

n 加⼊者は⼀つのリスクプールを構成する
n ⽀払事由（例︓ガンになったなど）が発⽣した際に

は、プール内メンバーが査定、合意の上、全員で費
⽤を分担して負担

n ブロックチェーンによる透明性

7000万⼈

¥

加⼊
（無料）
1

2
保険⾦
請求者

Alipay

保険⾦
⽀払

3¥

保険料
事後払

保険会社⽀払保険⾦

保険会社
利益

従来の保険

契約者
P2P保険

保険会社と契約者の利害が⼀致

n P2P保険は保険業界を完全に⾰新するポテンシャルを秘めています

保険⾦請求明細が閲覧可能

Alibabaの収益=⽀払保険⾦の[X]%

相互宝の契約者数は、発売後半年で既に5000万⼈を突破

-1,000

1,000

3,000

5,000

7,000

12 1 2 3 4 5⽉前半 5⽉後半 推定

値

2,018 2019 2019 2019 2019 2019 2019

ユーザー数 (万)

• 2018年10⽉ローンチ後3⽇で700万⼈突破
• ２年間で３億⼈を⽬指す計画
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P2P保険の中国事例と特徴・拡張性
P2P保険

提出した書類 （１）診断証明... （12）調査レポート

保険⾦請求に必要な書類
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保険請求から保険料払いまでの流れ
中国の相互宝
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出所︓中国のメディア報道より作成

案件の
公表

請求者

他の契約者

契約者同⼠

毎⽉の7⽇,21⽇

確認、
異議を唱える可能

書類を提出
審査

再審査

通過

異議あり

異議なし

⾃発的に参加した
契約者による審査団

保険料
払い三⽇間

毎⽉の14⽇,28⽇
適正と判断する投票が50％以上の場合

24時間

過去にあった不正請求の根拠

初発ではない
最近の2年間、30⽇連続で薬物を使⽤
最近の2年間、15⽇連続で⼊院
他の健康状態の告知義務違反

審査制度について（2019年2⽉末から）

案件の内容に異議があれば、契約者の中から、
審査員の適正⾏為、相互宝の保険⾦請求制度
などについての試験が合格した⽅が再審査し
て、投票が⾏われる。
（有効投票数は1000票以上）

請求者から異議
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ODRのP2P保険への活⽤
ADR/ODR
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n 今後、前述の中国事例のように、保険⾦⽀払の事務に
ユーザーの投票が導⼊されるようなスキームをする場合、
オーガナイザーであるアリババやjustInCaseを通すとは
いえ、c2cでの問い合わせが発⽣することが考えられる

n また少額保険全般にいえることであるが、そもそもの保
険⾦額が⼩さいため、紛争にコストを使うことが困難

n 保険特有の事情として、健康状態などのセンシティブ情
報を含むため、しかるべき第三者機関が必要になる点も
ある

＊:少額短期保険協会を指定紛争機関としています




